
 

2016.11.18 生産から消費までネットワーク築く 東京イタリア野菜研究会発足 

 イタリア野菜を核とした「東京イタリア野菜研究会」が 11 月 17 日に発足した。同日はイタ

リア野菜の開発を進めるトキタ種苗の大利根研究農場オープンデーを見学した。 

 （一社）緑の地球クラブの理事

長山下ようこ氏が研究会を立ち上げた。会発足の経緯を「イタリア野菜はケ

ールをはじめ栄養豊富なものが多いです。これを使って例えばビルの屋上な

どに菜園を築き、社員の福利厚生につなげるなど、様々な展開が見込めます」

と語った。生産者のみならず、生産から消費まで、イタリア野菜をめぐるネ

ットワークを築き、農家が安心して栽培に取り組める体制づくりを目指す。 

 当日の参加者は野菜ソムリエやイタリアンレストランの経営者、野菜の販

売者、自治体関係者など約 20 人。今後は定期的に勉強会等を実施する予定。 

 ほ場見学の場では、東京イタリア野菜研究会の幟旗を見て、東京や神奈川



の生産者など多くの人が「イタリア野菜を栽培したいが、売り方がわからな

い。それさえわかれば作りたい」と声をかけてきた。 

 参加者のひとり、東京都多摩地域にある瑞穂町の議会議員・齋藤成宏氏は

「瑞穂町は都市部に近く、"東京"のブランドを活かせることが強み。新規就

農者も多いため、イタリア野菜の提案もしていきたい」と話した。 

 見学を通して山下氏は「イタリア野菜のスキルアップを感じました。メー

カーも生産者もトキタ種苗を中心に輪が広がっていくことを期待します」と

話し、会としても「生産者と消費者のパイプ役として、今後、様々な活動、

展開が可能であると実感しました」と意欲を見せた。 

（写真）東京イタリア野菜研究会参加者とトキタ種苗の時田会長（中央）と

山下氏（中央右） 

 


